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～ 混ぜればごみ 分ければ資源 ～

問合せ　環境課☎ (48)0331・ (48)2226

　令和元年度と平成 30 年度を比較する
と、ごみ処理量の増加や施設補修工事が
多かったこと、また消費税の増税が要因
となり、全体として増額となっています。
　幸手市の「燃やせるごみ」の処理は、杉
戸町に委託しています。今後も施設の老
朽化に伴う補修が見込まれますので、費
用についてはさらに増加することも考え
られます。
※清掃費のうち、人件費を除いた管理費
　とごみ処理費用を合計した決算額の推
　移を表しています。
※杉戸町への負担金は、翌年度に清算し
　ています。このグラフの数字は、清算
　後の金額です。

杉戸町への負担金（清算後）

※清掃費のうち、人件費を除いた管理費とごみ処理費用を合計した
　決算額の推移を表しています。
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杉戸町への負担金を除いたごみ処理費用
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ごみ処理費用

　燃やせるごみを排出する際の指定ごみ袋は、「ごみ処理手数料」となっています。この手数料は、ごみ
の分別収集や杉戸町へのごみ処理負担金などへ充てています。
　「ごみ処理手数料」は、無駄なごみを出さないような発生抑制やリサイクルへの意識を持続させ、ごみ
の減量化や資源化の向上を図ること、また、ごみの排出量に応じた手数料により処理費用負担の公平化
を図ることを目的としています。
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燃やせるごみ処理手数料
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令和元年度

1,6781,678　集積所から収集した資源物および不
燃ごみ・粗大ごみを選別処理した後の
鉄・アルミ類は、売払いを実施し、市
の貴重な財源となっています。
　令和元年度と平成 30 年度を比較する
と、資源物収集量が減少したことに加
え、鉄・アルミおよび紙の売却単価が
下がったことから、売払代金は減少し
ました。

資源物収集量と売払代金

※評価ランクは、Ａ（資源化に支障がない）、Ｂ（資源化に若干の支障が生じる）、Ｄ（著しく分別基準から
　外れているので、資源化に支障を来す）の 3段階で評価されますが、令和元年度分再商品化合理化拠出
　金は、再商品化に要する費用の増加により発生しませんでした。

再商品化合理化拠出金（配分額）
　評価ランクにより配分（※）

0円

有償入札拠出金（売却益）
市からの引渡し量と再商品化事業者の落札単価に応じて配分

7,322,591 円

令和元年度歳入合計 7,322,591 円

　容器包装リサイクル法に基づき、資源物のうちＰＥＴボトルおよびプラスチック製容器包装は、公益
財団法人日本容器包装リサイクル協会に引き渡し、適正な資源化処理を図ることができます。
　また、売却益などが拠出金として市に納入されます。
　市の資源物は、数年間続けて最高のＡランクでの評価を受けています。これも排出者であるみなさん
の徹底した分別ときれいな排出のおかげです。引き続きご協力をお願いします。

日本容器包装リサイクル協会拠出金

令和元年度の幸手市のごみ処理に要した費用などをお知らせします

2020さって　ごみ報告

　収集量の推移を見ますと、ゆるやかな
がら減少傾向にありましたが、昨年度は
少し増加しました。引き続き、ごみと資
源の分別排出にご理解、ご協力をお願い
します。

0t

5,000t

10,000t

15,000t

20,000t

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度
0 人

20,000 人

40,000 人

60,000 人

平成 30 年度

52,80152,801 52,50052,500 52,05952,059

15,534

3,335
635
728

10,836

15,162

10,689

3,125
660
688

15,088

10,579

3,148
675
686

51,48251,482

14,884

3,083
670
692

10,439

令和元年度
粗大ごみ 燃やせないごみ 燃やせるごみ 総人口資源物

51,02351,023

14,997

3,054
737

10,522

684

総ごみ収集量

：：： ごみ出しのルール ：：：
・きちんと分別する。
・収集日を確認する。
・当日の朝 8時 30 分までに、地域の決
　められた集積所に出す。

掲載位置 カレンダー部分各月最下段（各月 2枠）

掲載枠数 24 枠（掲載希望月を明記してください）

規　　格 縦 2.5cm ×横 10cm ～ 12 ㎝（1枠あたり）

刷　　色 2 色

部　　数 配布部数 20,000 部（印刷部数 26,400 部）

掲載料金 20,000 円（1枠あたり）

健康・環境カレンダー広告募集

　掲載を希望する場合は、申込書と広告案を添え、10 月 28 日（水）までにお申し込みください。
※申込書は、市ホームページからダウンロードできます。
※複数の申込みがあった場合は抽選になります。
※掲載基準に合わない場合は、掲載できません
　ので、事前に関係例規などをご確認ください。
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